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開会挨拶和田洋

開会挨拶

和田洋
筑波大学副学長・理事：研究担当

筑波大学の和田です。今回、このようなオンライン開催となり、皆さんとつ

くばで会うことができなくて、大変残念に思います。最近、私が非常に記憶に

残っていることとして、ある政治家が、私は今、コロナという模範解答のない

間題に取り組んでいると言ったことを、痛烈に記憶として残っています。がく

ぜんとしたのは、この人は政治家でありながら、これまでに模範解答のあるこ

としかしてこなかったのか、その辺りにがくぜんとした思いでした。

思うと日本人は、誰かが設定したミッション、あるいはこうすればいいとい

う模範解答のある事柄に対して、地道に進んでいくことは得意ですが、自らミッ

ション、目標、するべきことを設定するのはあまりうまくないかもしれないと

思いました。

われわれ大学人も、ともすれば数字等で模範解答を示されて、そこに向かっ

ていきがちで、今はがむしゃらに対応させられているようなところもあります。

実は大学人が、自分のミッションは何なのかということを深く間うていくこと

は、非常に大事ではないかと常々感じています。そういう時代にあるからこそ、

存在、価値、幸福を熟慮してきた人文学の知は非常に大事になってきます。そ

れが総合知かもしれませんが、非常に大事になってくるのではないかと考えて

います。

最近、亡くなった立花隆さんも、日本の中等、高等教育に欠けているのは哲

学だと言っていたそうです。そう言うと高校の先生は、高校でもしつかりと倫

理等を教えていますと言うようです。確かにそうで、高校生はある程度の倫理

を習って入試問題は解けます。ただし、大事なのは入試にある模範解答に答え
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人又学・社会科学研究の振興について 河村雅之

人文学・社会科学研究の
振興について

河村雅之
文部科学省研究振興局振興企画課学術企画室長

文部科学省学術企画室長の河村です。本日は機会をもらい、ありがとうござ

います。人文学・社会科学研究の振輿について説明したいと思います。

まずlページHです。現状の政府文書の紹介をします。本年3月に閣議決定

がされました第6期科学技術・イノベーション基本計画についてです。上の箱

の赤字の部分ですが、ご案内のとおり、科学技術基本法に人文・社会科学が位

置付けられました。そして、それを踏まえて、今後は人文・社会科学の厚みの

ある知の蓄積です。

今後は人文・社会科学の厚みのある知の蓄積を図ることと、自然科学の知と

の融合による、人間社会の総合的理解と課題解決に資する総合知の創出、活用

がますます重要になるという記載が入っています。また、 Society5.0の価値創

造の源泉となる知の創造のところも、 ELSIに対応するためには俯轍的な視野

で物事を捉える必要があるということで、人文・社会科学も含めた総合知の仕

組みの構築が求められています。

2ページHは、同じく基本計画の現状認識と在るべき姿の方向性です。先ほ

ど説明した、総合知の話が繰り返し記載されています。

続いて3ページ目です。基本計画の後です。 6月に閣議決定がされた統合イ

ノベーション戦略の2021の関係抜粋です。ここの主なものですが、まずは第1

章の総論のところで、研究DX、データ駆動型研究が統合イノベーション戦略

に入ってきています。ここはさまざまな分野があります。マテリアル、バイオ・

ライフサイエンス、地球環境、海洋・防災、数理科学等がある中で、先ほどの

基本計画も含めて、人文・社会科学等の各分野において、データ駆動型の研究
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人文学・社会科学研究の振興について

令和3年9月15日

文部科学省研究振興局振興企画諜
学術企画室長河村雅之

ふ；A
切飼
又薗材字用

科学技術・イノベーション基本計画（令和3年3月閣議決定）

2. 「科学技術イノベーション政策」としての第6期基本計画
(2) 25年ぷりの科学技術基本法の本格的な改正

（抜粋）

2020年の第201回国会において、25年ぷりとなる科学技術基本法の本格的な改正が行われた。この
法改正では、法律の名称を 「科学技術・イノベーション基本法」とし、これまで科学技術の規定から除外
されていた 「人文 ・社会科空（法では「ム文科空lと記駐）のみIに係るものを、回法の刃象である「科
学技術」の範囲に位溢づけるとともに 「イノベーションの創出」 を柱の一つに据えた．
科学技術基本法改正の一つの柱として I人文・社会科学」の振興が法の対象に加えられた背景としては、
科学技術・イノベーション政策が、研究開発だけでなく、社会的価値を生み出す政策へと変化してきた中
で、これからの政策には、一人ひとりの価値、地球規模の価値を問うことが求められているという点が挙

げられる， 合蕊は)ムヱ ・社会科笠の墨社のあ盃陪g」の図堕立図盃とと却ら自盆科笠の 「困Jtの融
合による、ム間や社会の稔合筋狸嵯と甚題椎迭に旦する「総含知Iの創出・活用がますます重要となる。
科学技術 ・イノベーション政策自休も、人文 ・社会科学の真価である価値発見的な視座を取り込むことに
よって、社会へのソリューションを提供するものへと進化することが必要である。

3. Society 5.0という未来社会の実現
(2) Society 5.0の実現に必要なもの
② 新たな社会を設計し、価値創造の源泉となる「知」の創造

新たな社会を設計し、その社会で新たな価値創造を進めていくためには、多様な 「知」が必要である。
特にSociety5.0への移行において、新たな技術を社会で活用するにあたり生じるELSIに対応するために
は｀俯紺的な視野で物事を捉える必要があり、 自然科学のみならず、人文 ・社会科学も含めた「総合知J
を活用できる仕組みの槽築が求められている。
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人又学・社会科学研究の振興について 河村雅之
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2.知のフロンティアを開拓し価値創造の源宗となる研究力の強化
(1)多様で卓越した研究を生み出す棗境の再構築
(a)現状認識

新型コロナウイルス感染症の拡大や気候変動による甚大な災害の発生など、想定を超えた事象が
起きる不確実性の高い社会において、既存の手法や仕組みの延長では対応しきれない課題が顕在化
し、切迫性を塩している。このような状況にあって、 未知の困難に立ち向かう武器として区みのあ
る 「知」を生み出す研究者の役割に対し、かつてないほどに期待が高まっている。真理の探究、基
本原理の解明、新たな発見を目指す「基礎研究」と、個々の研究者の内在的動機に基づき行われる
「学術研究」の卓越性・多様性こそが、価値創造の源泉であり、 国家の墓盤的機能の一つとして、
これらを維持 ・強化するための研究環境や、 人文 ・社会科学も含んだ総合知を訓出・活用する枠組
みを整偏することが不可欠である．

(b)あるべき姿とその実現に向けた方向性

しい値観や土会の土方を究． a示することなどを指す人 ・土ム、勺こついて、、公合

的 ・計画的に振興するとともに、自然科学の知と連松 ・協働を促進し、分野の垣根を超えた 「総合
知Iの創出を進め忍 我が国のアカデミアの総体が、分野の壁を柔り越えるとともに、社会の諜題
に向き合い、グローバルにも切磋琢磨しながら、より卓越した知を創出し続けていく。

統合イノベーション戦略 2021 （令和3年6月閣議決定） （抜粋） I 
第1宣 総論
3.これまでの取組の評価・課題と重点的に取り組むべきェ項
(2)知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究力の強化
② 新たな研空システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進）
（研究DXを支えるインフラ整傭とデータ駆動型研究の推進）
さらに、様々な分野のプラットフォームを利活用し、新たな方法論による研究開発を進めるこ
とが課涵であり、マテリアル、バイオ・ ライフサイエンス、地球環境、海洋 ・防災、数理科学、
人文 ・社会科学等の各分野において、 全国の先端共用設偏や大型研究施設も活用したデータ駆動
型の研究開発とこれらを支スる基盤・環楼整信を推進する。

第2章 Soclety5.0の実現に向けた科学技術・イノベーション政策
2.知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究力の強化
(1)多様で卓越した研究を生み出す環境の再構築
【あるべき姿とその実現に向けた方向性J
また、新しい価値観や社会の在り方を探究・提示することなどを目指す人文 ・社会科学につい

て，総合筋・社画筋に振興支るとともに，自然科空の知と退携・協拗を促進し，允野の垣根を超
えた「総合知」の創出を進める。我が国のアカデミアの総体が、分野の盈を乗り越えるとともに、
社会の課題に向き合い、グローバルにも切磋琢磨しながら、より卓越した知を創出し続けていく。

【目楼】

・人文・社会科党の厘みのある研究が進み、毯様な知が創出さ丑るとともに2 国白外空地境の氾
える蕊銭化主盃磁閲諷の紐法に回はエ，自悠科笠のを比；融合した「総合卸IJf:糾出 ・活用立るご
とが定打する。
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統合イノベーション戦略 2021（令和3年6月閣議決定） （抜粋）

⑦ 人文・ 社会科学の振陳と総合知の創出

基本計画における具体的な取組 実施状況・視状分析 今後の取糾 方針
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統合イノベーション戦略 2021（令和3年6月閣議決定） （抜粋）

(2)新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進）

② 研究DXを支えるインフラ整備と祁付加価値な研究のカ11速

甚本計画における具体的な版1U 文施状況・攻状分祈 今後の取組方針
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日伐に， 9イつサイエソX分91においてし ，ゲーク誓動lll I・生物量伝怜澱等の轍略的・体系的な煎綱●撞遍． ii• 9＆用のため99政●1の強化や．Al・ダーグ誓艤戯研究の
“史mぶ羹となるゲ9ム・ゲークを99じめとした情籟ぷ饂 ・デー9●'動戯の繕究を帷進ヤるため，屯練瞑墳rッダ 飯輿を図るとといこ ． これらを支えるふ筐分野•3めた数
や生絢遭伝h属等の戦略的 ・ 体ぷ的な霞偏•II遣する ． さ ゲーク（了慣り111 嶽~,を創UIするとともに．これらデークを 糧・ I~懺f9学伎Iii1こ係る精究●加遍するなど ． 絹究ux.,.
ら 1こ ． ＂攻 ・ エネルギー分”漏洋 • I¥災分野"'こついて 利95用でさる99擾駐饂(OIASIの利月111咬99惰9ヒ筍を雇直． 遍． I文l
しチーク駆動製帽究,,.,鶉9こ即9た＂礼蛸儡•'"' · ”え • 90501カーぶンニュート 9ルを支える迅行エネ・A性艇 ・饒傭を讀約するヤテリアルDXプフッ97ォームについて
て．プレプ9ン9を含む文触など．“究成果14係る1れ籟を なパワーエレクトロニ9 ス魔硲の飢出を償進する政輯• “解厨費記の9火箕や， J，＂’'ょダーグを敗筍 •11/!な先鳩片月9
広く~,用でさる¢皮"訊繍●帷遭する ととし 1こ．これらを 四91年虞1こ隕給． 織餃・般偏99饒繍など山戊1こ向97た政""み●共篇すると
女よる贔筐9)野(OS，プログバング．eギュリアィ ． ． 泊沖 ・ 防災分野にお,,る OX贔櫨として99,'--9 • 9t算り ともに，マ，，リアルズ，インフォマ9ィ9XI団）餅究99火
9’ークベース吟）をなめた数糧 •i“̀科'f.",.，こ係る“究を 源"’そート共用基饂を＂第 ・襖9し 誡・全国隕凋を1t風 I文J
加遍する． IX.Ill I l・ 'i'ーク配齢II!研究懺嶋99ため．うlさ紋さ生檎遣し濱闘等

99敏雌的・体糸的な軌儡を憧嵐 1文J
• a’'国の祟材直病の検ゆ力の嶽泉であり H計女企保麻上
も重戻“＇製造ブロセス 199更なる“度化9こ内サ91111艇性
化牛品や超A93禎仕ビラミックXの性総白J,Iこ賢するAIモ
デル・シュミレーシ"ン節を98用したブロセスインフォマ
i4 9Xの屈盤伎術膚兒を檜遣するととし1こ．中91t：第的
のIll兒Aりめため，閃遣プa,.,,,ークを一気通n，ハイ
xルー，，ットで収約で●る綱ムを記繍． I帳J
・鮫 "'ll:や9'ーク駆動屈碍火織遍硲99,.点から．直戻な

むぺ●伎術課遁

i1199憾AIt快術
を隕兒するとといこ．fl.l・濤り，．閃濤・渾応年99ピッグ
'，ークを収梨し．そ99共用化や鰊分野,,ークと99遍携を1t
鼠これらによ9．笠快愛鎗討応．国民99公立，安49...
＂資髯闇兒＄に質するデーク叡鯰型＂究を帷遍するなど、
..＂ク）＂ ’”0澳 I二1:4けた駄組を雇遠． ［文1
・ 欺覆n?‘を計用L たイ 9 ベーシ•ンに資するため．数a
的店度人＂と99囚に四駐術費を促遺， 1文J
・アーク即軌11f択り消“'←閲499、） 人宮・ iE~"チの
デークプ9ットブ 4ームの甲なる怜09口について．加 IT
冑屯4ト'¥iや載HIする}99,1こ．が賽な9"関し帷溝・1" 
l!D.L.~l 



人又学・社会科学研究の振興について 河村雅之

よりよい未来社会を実現するための人文学・社会科学の振興関連予t:J(R41'l求・嚢望1 •（洒I2紐度予算絹

科学技術基本法の振興対象にい、文科字のみに係る料字技術」を含めるものとする改正（令903 年 4月旅行）も踏まえ、①刊t•のn用な界惇I1曇づ

く1flする洒馳の昏綱1ci；多決をで目指分厚すし ffl究をを．?、し：；ら：：？：雰？文を学兄戸；・ J..文1おけ令る科字のに属よ1111り：傭字筏及術共社令賽＂ IL灌Fi1！すたELSII*1や噸糟

•ElSI EthloI、L吟 la心如,,'""''（鎗遭的 ・法闊震的・辻会的匹）

-

戸『7=『芦盲
●塩9じ，，，Ill究所における人文字 ・社会科字関係の
血

• 電化零謂克9瀾●闘又"●:引x ,"°•9]) Cがり厭
.^"センター櫨馳•:...円 999●円）.....

脳科字と心9置字との遷渭による心に1!1l逼するIll究開
9. A9やロポット匂の活用 •Ill究関発における
1を含めた多面的な投1”'の、ム文字 ・什令科字

ともに、筍輯存梢？t4Ill籟の
こ向けた取組を実網，

999- '  

♦大学共同利用機闘法人における共同利用 ・ 共国研究の鑑進 ●共同利用 ・共同研究聞点の道化
♦人文字 ・社会科学データ

1.8SR C1●●●円）
国立大零這人遍●胃文付●： l寓1,167●円 (l裏190.R)の内鵬 ← r■,.,．止^駄』人璽●●費●●99●ぃ・，．＂＇’’

イ‘ ―
← 9●●"●,......●999999 9" 9●●●99●ょ・2《・"o.9・’’’ 

クフス トフクチャー ．印這●●如•• 人問文化研究彎情において．人間の文化活勲や人間輝令及び自然
構築帷遣・戴 四m● との罰係に関す祖究を追． 饂々の大学の枠を越えて．大型の研究設
人文学 · 什＾科学のデータの共• れ1渚 傭や大■の資料・データ尋を年の研究讐
Ill奇偉すオールジャパンの暴馨奇構葛し、 • B拿・の璽史的員•の置•"＂"只ネッ トワーク..It•

研究むがデータを印する文化を虹する l '.,.....90カー I が共同で利用し、共同lff究を行う平
人編文化研究鴨•国文下研夷貴1撫●中心に．鵡”””：字尋と運島して百●u叩万 ・什令科学分＂の研 .,.,9./'fi苓文111l科学＊Fが

とともに、国内外の共同研究を但進． 叩禰’'に曹hい．n引ぃ量”"＂ぷ呵 m mn剛樗四叩吋囀艤• l•Ill点．字． 6 

『 心令知 ＾ （／） （：I」： I '， •i,1111 1 :: 向， t f I、}、)；• · 11 S;、{I・、＇：j!,＜軋））II註11ljj'J・（令fll:I118 II 2 -I II 文，沿科 1~・省ff‘ I•枝 (4 ,· • I• f•I I,斉，tん食ri9| i分科食，｝、し・、{・ r 1 ; ̀  • f •1 9 1‘. 1＇，りl|が 1・t令 1 ,J・！り打’)1，: 1・年1ヤ戌―|

1検討のTf殺
■艮代社会においてはEISIの解決や虞皮間題といった地球以校の鵡閣など ，繹々な霞随1こ訳面． ．． I ． .．， 9 C ’̀ ’- rのこ jし9
~ ..心．9い^ “心9’”にし““'S心

，;り に行われ、今悛は、人文・社会4Vや"mみ，，ある「知J"吝1月七図り．0然科9,'，，f知』と，，Iii合によ る，人間や

とがでさている．一方．より 多くの方に土体的に参カ
主行をどのように閥知し窪鮒してもらう か｀の課題．

とさ れた．
阪閥に1関する現状9)乾糧と．今役の取組方LTLこついて検討"

9ストラクチャー溝築惟辿官菜

,,t腎捐需Ir"合が1デークヵク nグの平Iii等9・＂
品” ’寮99’酌り栂9デーク1項 するヂーク・
ぷ讀濯のデーク .,,ク データ と •＊字伯飯贖会が

達攪し情"'fI'，-1"怜噌が可節
l91u1性を9iする人材のW成及びそれら専門淳を支

-e怜ヵ1......
濱真東＊ヤ仕立11予碩究所附“仕●●駈・デ←クア・カイプ綱売,. . “たヤ昇慎研究所． 劃應終急

慮す心•の釧• Jし津(ll"楽の人 99 勧•ム見憬えた 190 • A関の伍9),．.,,,,.'“'＂編 髯．0鯛たな人霞仕●と附 Kヤff...輝鮒嵐騒•“究節 '*H'ーダ戴91 ・ 舷衝にンク ー｀ K阪紅●大.. µ:ゞ5畜咤•ンクー、賣●大

(3)その他の人文学・辻会科学関連厖策の中での11<111
■(I) (S)を含め．“”’'（Imな聾名に桁づく研守I,¥,,,.,111’'こより拿＂な研究を貴楕 (I惰 賣など）するととも1こt区や惰惇化すろIIt9>＂"1J[り＞州決をnfltt碍MJlll(.. 略
創造碩究憎遍事礫） ．また、+れらを支える ．． めの ●●女魔（＊オJrm(99用機関法人における大，，，やと の追携禎(I:
佑囚剰用・共団＂究＂牲遇な ど）．

3.f終合知Jの創出・活用に向けた人文学・社会科学振興における今後の取組方針

●人文学・11会科tが11会的課題に'"も合いr檎合知』の割1lJ・iimに1'l猷していく ために,,.人文や・1L会“学において＂，，のある r知」の苔積を図るととも9こ・ 11全祝閣や
デークをほ々な嫌究999fと共布し、今際的に鳩働する以籟みを促遡することが必凄．

·と←ヽ¢~‘ ・～“-● '' ● ヽ ・、畢を鰭●えた＇；如液，)）j"検討が必昆皿②~

Pa‘’9凶冨心09新たな農開を拓く た生の“効り

Iデジクルヒューマニテ4ーズ 1 人文情"?)と”'“'る 9)＂’'欧米で拭人し ． デジクル• Iヒさ れた大規模な牛術デーダからデーク●！蝸唇ぬ樋験
9)折によって ． 翫にな知凶9遵見されるようになっ ている． 欧州ではこれら を文化壼襲や纏沿教育などに設立てる 構想を措愚•する など ． た金震革につなげつつある ．

一桟が1"＇こおいて ILU1fの，，史 ． ズ年． 息想の婿売費鰍• 絹売成緊''""：的に豊かであるにし閣わら ·r . 鱒hに使える資関のデジ' "' 'ヒ1よ一罰の濃闊や9)Jtで虐められているが人文牛
..体^ 広がりはヤう）ではなく ．A文れと1胄攣喰の分”間の纏貴LAt<がいない．

：ば□':mmm；江濯盆悶諜．！l：は，TE訳g
~A文年9}99のデー911!勤牙］研究の揖連11．デークや分け9止を媒介にして 名はな9)"
2{I)（2)と1,111か 氾1,.Cあり．積杓的に撞遠・すぺき．

• 「 の• こ K が 一 ．に • こつ19,. . 
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データ駆動型人文学研究先導事業 令租 4 年度壼求111 • !!Ir.!111 492百万円

～ 「総 合知」創出に向けたデジタル・ヒューマニテイーズの強化～ （新規）‘’

"'＂ 〇 様々な社会諜鵡●鱗沢T.,.ぶ9．多Uで嗽趨した1ff究良果雹社会寅甚し． イIベーシaスコ釈9つ"るには． 目＇科亭の＂な Sず人",II會科事の糟鼻石●，，た「檸合罰lの割
出活用が束磁nている．

〇 その心．工6.,R零暉・イIベーション累本計画が璽t沿r屈會”によ”"環革jに同tjた訊究9J紺` 化を図るため．“＇々 はサ野研＿”.,.,ト9”―ムを,,,活皿 ．重こ、
万箔饂m:Ill1111i1胃を遍めど匹題であり．1中略） 人マ・1t會l'I，，＂の分野において．（中悶）デ ー？Ill'騎m"1'111"＂と口昧宣える墨霊環規闊蝙釘撻遺言
るJI※t)こととしている．

〇 碍に注茫．人又字分野では「デ99lkmーマニティーズ [J.文憫＂，， il [PHIと呼ばれる分野が霰半で11れ 、・デジタル化さnた大瓜榎は字術デークから．人間の亭作驀
による復来塁，，人文字M只では冥9●U9なかったデータ慶勁.,碩は分析によって．斯たは知見が亮見n砧引― ている．欧州ではユ1らをmr層胃や＂況．． 讚’’uaこ揖口
て5111”を＂遣するじど． 社会立に3Uげつつある~

〇 他方預m馴こ約 1ては、園膏の口災又字、巴態の研究資澤・研究域棗が酎王的に畳かでわるにU9かわらず・デジク凡データ、特に触折1こ便え●資料肛が少なく、一邸の研究壱
ゃ駅究横閲Iこよりデ―”"滋研究による人文学と口熱料テ等との旧塁畢例が只吋ゆのみで・ '-"攣rは研賓O*-If怜や人材，，絹綱r..9な轡”'る状況．

人文学が「総合知JIこよる辻会19糧炉．．こ貴献す欧めの質的9辻Rを図るIC19{吐堕It.(tに自仕た爛息と計●0あ豆先璽笠世笠ぼ書Jn究機闘9
a1を安え9●菖籍鑽t人材膏疇が象l!I'<ある．

- -~— 
そニ・ーと比較・鯖合さ＂やことなと℃「繕～旬ゆ麟出•辺用奮日紺す· • om←-9…·碑Im● 30”“"賓999心 ●●●ーカイエン北デー遭●●●●●の1W

.. •一・

くデータ駆動国人文亭研究の全体像と．本●●の主な対象の鏡Iii(..の点緯）＞ く事藁の帽進 什名＞

一~ ・巴＇比● I ォープグイエンス 1 

〇託{ O•←9ペース·“~•公●
• D ••a .... 

| 1．データ厩動塁研mm訟 (1”'”千万l'll | 
妙＝＝z;ワー泣•合 出=-
l 2．先疇箪ータ匹＂＂”翼•四 114和3”'P1 1 1 
0 9羅這働“'において..寮のデータ剛濯胃を罠■99m■1●褐の躙入．襲慶・舅間の
●複慎織やll舅塁墓．分蜻●l●やツ-/ゆ彎惧．虞・公劃．Dり9"修着a.
02冥艦●口 にお19る、賣罰の■械町■19やデークベース調霞．鱈會”'による兄●的
な—渾鯰堕＂究烹櫂濃▲ 大零院生の鬱■を必嘱化．

く閾符anる効累の・阿 （データ属鵬塁研究の可餡性）＞ 
〇古地國をデジクル99し地●情●や讀櫨分黒鶴m、●●鯰など磯代a員饒す•ことで．防
災遍災 織澱鴫売といった織々 な分”の碩寅に賃猷．

0"えば、土砂災書などの飴災に膿しては4見書を..古文●が•旧で残されて“n ●懲M零デ
ータ ・閾讀帽●J日文書の情帽aじわな●ことで、過去の敦11疇に●づい日9災99,..市
畢霙専．人會む9み沢懇の対賣に●戴するこ.. ,,'樗． 8 

人文学・社会科学を軸とした学術知統合プロジェクト
． 

令和4年度蔓求韻・憂望顛： 32百万円
（令和3年度予算Ill:32百万円） 。（公打名：J..文学・社会科学を輪とした学術知共鯖プロジェクト）

""ヽ
背景 ・繹題

我が国社会や世界が転換期を迎える中、Alや生命科学などの先蕩頓域の科学技術の社会冥翫、また、人閻中心の辻会を旧げるSocictys.o
の只体化に向けて人文学 ・辻会科学の・学術知に対する剛筍が冨まつているが、人文学・社会科学の学術知の忠fflに当たつては以下がIUI.
0 人文学・社会科学の直々の騨19的な研究がそれぞれに分断され、現代的な社会諫•やマクロぢ＂の体果との闘運付けを罐ることが瓢し
くなっている．

0 日悠科学による問璽＂字が主導する形となっているため． 人文学 ・ 辻会科学の研究者がインセンティフを,~って協働することが朧しく
また、人文学 ・は会科学の学問体系で罰1ffされた知とEl烹科学から発せられるニーズとの閻に距雇がある．

↓ 

未来社会が直面.,,.るであろう諸問題 (f大きなテーマ」） のもとに、 分野を超えた1J1究名轄が知見を寄せ1!!tつて111究課題と研究チームを11
り上げていくための場（共劃の場）を整儡する．このことを通じて、未寧の社会繹題（こ同き合うための考寮のプロセスを体濠化する．

大きなテーマ： ①将来の人口動憑を見策えた社会 ・人間の在り方 ② 分割社会の超克 ③ 新たな人類社会を形成する価蛤の鋼遣

9讀倉.,ベーシaン覆疇2021』(....，畢6月閾...~) 令和4年痩の駁組のポイント
心血匹n.人又暉19学累、湯＂こ者が． 社會f な々ステークホJレクーとともに． U倉追
により霰，）鴫むべき四•nm紐岨●交耀す●， j 引き匹、令4U2....，こ氏訳した実麟如卿を躙iC、

『人文学 ・社會科学に配の一心Iこ畠づく大●なテーマ＂下で一臼 lこ I皿匹匹究富を帷1こ研血醜 ．＂パ チームを匹する場をr人文零・社奮積事が先尋Tる朱賽社奮の匹IC剛9て9●躙蒙とめ）』 （平1190・12月） w,"'コロ.,.下において． 9つ大言なテーマにお9””‘文字
畠つく喪案を募ワ、 ～し棗稟を糞"”の“大●が岨互に交慶 •II縞してa尻謬鵡を形庫す●ブロeスを 11代し、研介エ＇凰 ・研たチーム仄鵡箪を1....する，
”.9るプ0ジェクト逼冨患T寧に＂う ことII●賣」

<..IIスキーム＞ ＜実施状況＞

事沿規捐 ：約30日万円／年
畢稟鵬99:3年間
翼施機関：大駁大学

暑 託

m → 

ll!llll概璽）
悶い直すぺさ只逼閲念•あるいは(l檜．士宍点として『い刀ち』を置く・ 『いの-』 1＃雄己がそ0人切さを認
の、また人ゃ仕会の患味やあり方を探求する人文学 ・辻213学1こ深く閲わる概念であるので、0然科学系研l
究責や社会0)ステーク加ゆーとコミュニケーションを図り、斬たな学術を只創する，

（中心研究奮）

■゚塵総捐轡 · -→=-=況．屯ヲとー亀•
09謬ば梵だ茫？ （社会学） ,-.. -·.::•.=i::1----、

詈丘；；；こここここ戸冠こ-―"',...fl 大面大亭大亭院人間＂亭妍究科”授 1宗，，社合亭l
●斯たな人闊3t合を形成Tる編蘊の’'遍
出口慶文 ".,大亭大亭隈文亭研究科，，円 1近靖．代也亭l

（アワトプッ ト）

03つの大きなテーマに対して暉守覆3つ99"c"チームを鼠四
0来 の四1こ.,壼合うための零霞のフロセスの体系1ヒ



人又学・社会科学研究の振興について 河村雅之

課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業 唸訂悶翌ぞふ喘悶
● J SP5逼口賃交m0匹霞II額

背累・ばllli

我が同社会や世界が転換期を迎える中、 Alや生命科学などの先端頷域の科学技術の社会実装、また．人間中心の社会を掲げる
Soclety5.0の具体化、 コロナ禍嶺の社会変化への対応などに向けて人文字 ・社会科字の字術知に対する111l得が高まっているが、 人文字
・社会科学の学Iii知の活用に当たっては以下の点がW11であり． これらのW11を克麗し、 社全的E麗に向苔含う1!1究を但進するために、
社会から提示された繹題を通じ、人文学・ 社会科学に固有の本鯛的 ・椙瀑的な問いを追究することが急Ill.
（人文字・社会99字における11■)
0 人文字・ U会"字C の々囀門的な研究がそnモnに分高さn、現代内な11会1I■やマクロな知の体凧とm閥遺付けを襴ることが鑢しくなっている．
〇 自熱＂字による閃 ■筐定が主導する形となっているため．人文字・社会i9字の研究占がインセンテイプ東,.つて冨...ることが纏しく．蒙た、人文字・社会49
字のニ内体系で蓄偵さnた知と自然科亭から輿Uられるニーズとの閏Iこ駈纏がある•

醤
［事鑽目的l
這業は、来来社会がillillするであろう111rJlll（大きなテーマ） の
下で、人文学・ 社会科学に固有の本賃的 ・根瀑的な問いを追究する研
究を撞逼することで、その11/1決に臼すろ閉刃成果の創出を目1旨す．
ばさなデーマJ
0愕来の人口動娼と只擬えた社会 ・人間の在り方
0分麟社舎逼克
0"'たな人閏社合を形成する編饂の綱遣

l予翼 ・期間l
0支援埠価 ：20百万円程度／年（間J阻経費込み）

0支iE期間 ：棗長6年間Xl
米 13年且1こ行う...,坪紐頌凪lこ裏つき開止E想．定

［特徴1
0研究者の自由な発想に基づく研究（学術研究）の環塙を紐持しつ
つ、社会的雰I"尊9こ寄与する大きなテーマを設定することで、 研
究課題のスケールと社会的諫題に対する多様性を確保

0分野における鰈題を総合的に突遁する研究ほ題の鳩進

0文科省事戴濠2との連携による1111の高い研究課題の確保
x2人文字・社令閲字を輪とした亭仙知観合プロジェクト

［事鑽イメージ】

＿ 

テーマの設定

馳儡饂譴•

令和4年反概算賽求籟： 18<百万円
I會和3年度予算顕 ：184百万円）

嗅 JS95囁宮貫咋amの貴99誡

人々の意111，状慇．行動芍を記す人文学・社会科学のデータは客観的な証拠に基づく政策立案をはじめ社会の様々な意患決定なと1こ不可欠な
社会の共膏臼産であり、 9 ベ―ー ヽ 、我が1：おいTIヰ．
多くが々呵で，者の”'91,-'!'iねsnTi渇状刃心
氾響蒋Iごよ否デ一切渭噌防1「や多円iが1応ぺ早名な対応I吋が，「ジャパン・S"シツfI叫坊lr、データ共有fIll氾すぶrI叫
9屈淫漁を醗ためにも人文学・社会科学におけるデータインフラの整備が急務．

駁“唇叫町纂格塁檸e.,し．的50州砂血績等むm汲よ暴大“加け鯨隅閃 9し9細い"99，しJはS匹 ylの0本ゅaIIデー心血 大学の璽皇と鵬円デークであ..
棗約 90暉＂人々の・値観覺勾•"”に属●9d2界匹匹•,..,.日零T9貫●ふ民閣綺入ぷa-9は力更渭て9.人... 究●によ文行わnていも．

【事梨概蓑J
人文学 ・社会科学のデータの共打、利活用を促進するオールジャバンの昼盤をI~築すぷ：とで．研守者がデー，，予＃打 9利用すろすィr予煎戌、データ分析1「ぶ
づ9人マ字 ・ 1t令科字研究の1//問腎展、我四の人文字・社令科字問究の「見える化 11コ~引囚陀共向II究碕漠暉却、我匹の人文字・社会科字
研究の推辿に寄与．

10 

0データ利活用システムの構鑓（中核樋担の構緬）
囚内外に闘かれた分野填顧的なデータ別憑用のシステムを頃四するため．雙点問の惰hな遭頂は加こよ
り．デー，，公開和l用渭がl間備可咄憎ガイド..ィンの1111F．什＂＂＇的叩和デ ータカタnグ寄誓
・・オン").,.ンォーダーメイド•It ． 竹析，，コ'!'h心"IIIB, 介開'，`'：Iやウ｛，＂＂可や＝ 1- フ I'，，
ーの ll!門を撞退．

， 
m如胃囀""..全言 言．効芯＃:な

l •• 
●中舷．磯閲
8零字術蠣”会（人文字・ U会94学データインフラストラクチャー県綱濯逼ビンター）
※ 情輯 ・システム研究幌鳩国立情輯学研究所が協力

0データ共膏羅盤の構築（拠点l1I貶q沼；化）
と分11で虞点的底組ま行う組鳴が相丘1こ追聾しながら、そnぞれの力．＂の 研火ヽコミュニティの拠点
となり、データ・アーカイプ情蔦の化 （兵船、溝外髯償 ・櫨鴨隋欝の濤化 而欝仰 、デー，，Ill

、斬たな9i全綸轄"Ill
奮の古帽 （萬惰化］を実廣．

●甍点讚閃
直京大亭社会料学研匹附・社舎,....データアーカイフ研只センター` ―.. 大亭＂償 "'""''
＂鰐覗塾大字経濱テ""’""濱研只所パネルデータ”"・鮒桁センター` 大屈恵窪大字 JGSSln"
センター` JI!京大亭史罰編●所

CiNo.. 

亭櫨●●

，，...,,負．す...
●彎彎彎“’’→••••い買•
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1人文学・社会科学総合データカタログ (JDCat)•オンライン分析システム ］ 

0人文学・社会科学総 合デ＿タカタログ(JDCat)

社会科学分野メタ デーク公開．令和3年7/I 
人文学分野メク デーク 公I渇予定：令和：9年1(）月煩

拠機関が国供するデータ”メタデータ・を収餞した力沢Xf．人文学分”のデー
タと社会科亭分11のデータ●分”横断的に一1●槙素することが可鰭．
さダこ，NIIの「QNliRe父ぷch」との遷1J1により、字術漏文や図●＂研只データ
など碑紐果情帽．そn初成果を生み出した＂究者．研究オ立ジェク団の
叩砒一屠して類洞樋．.,_,,碑Tる上で必●匹● 1"瓜誓， 作成●霞 9-や渾•りO のユ

ほ用例）

0多様応：ーダたかり℃ー18で投讚するユにより、自日の研究に必要な
データ藍；；宍的にE．すことがすることでJ区込広メタデータ●掲餞これ．自身
碑只データが匹できる．

内
CiNii - マ

臼~-ifi

堕究青からのデークの寄託

◇ォンラや分析システム

Iオンライン1瑾システム和1)III川始予定：令釉14年4月
絨計ソフトをインストールしたり．データを手元にタワンa-ドしたりすること“しに．
R や Pythonのプグラム•作慮・貫行し、データ●分析できるシステム分析
尤グラムや分析筵巣•出力し．公闘占布釈干ことじ可厩．

("''"例）
0自舅でデータ分析に侶凸壌頃•9昌築する必専な<ill究を実施する．
0大，，，の埠霰、ゼミ覇において、数員は字生とテータ及び力Xグラムを共囀し｀
指溝査行なことができる．

〇妍究至内において｀デ＿和カグラム専を含む分折環J見を偉存し｝＂在洒
IJ!ttと総傾社を担なする．

"ン．．"''』， 
目 ＠アッブ99 '― 
巨

9D'/二匹•-" 
9099ム 目0／ 

4ンライ9●●シス9ム 79: 

デークリポジトリ
＿ 鴫

目//'目Bl
＇＠＇叩ップ nード ®ダウン吋鱈—鴫

公開後は、ぜひ、研究・教育の場でご話用ください。

12 



人又・社会科学からの総合知 青木三郎

人文・社会科学からの
総合知

青木三郎
筑波大学

人文社会系（言語・コミュニケーション学域）教授

ただ今、紹介にあずかりました筑波大学の人文社会系の青木です。

私の専門は言語学で、特に意味論を研究しています。専門家の間では、意味

論と統合論の間でも理解ができない状況もあります。どの分野でも学間は深く

なればなるほど専門化が進んでいきます。そして、たこつぽ化していく状況が

あります。しかし、総合知は現代社会の多くの課題に対応するために、その必

要性がますます求められていることは、今の河村室長の話にも如実に表れてい

るとおりです。

総合知は第6期の科学技術基本計画では、自然科学と人文科学の融合知で

あって、人間や社会の総合的理解と課題解決に役立てるために不可欠なものと

あります。この総合知の考え方は、令和3年の第6期科学技術基本計画から急

に始まったわけではなくて、既に第2期の科学技術基本計画の中に書かれてい

ます。簡単に申しますと、 21世紀を中長期的に見れば、自然科学のみならず、

人文・社会科学を総合した人類の英知が求められるという認識です。人類の英

知イコール総合知ということが基本にあります。

科学技術基本計画ですが、政策的には科学技術の予算拡充から社会実装（ソー

シャルインプリメンテーション）があって、今は社会像の変革とその実現とい

うように、ビジョンがだんだんと成長してきていると理解しています。 Society5.0 

による、持続可能で強靭な社会への変革が現在の主流だと思います。 Society

5.0、すなわちサイバー空間とフィジカル空間の融合を高度化します。しかし、

これだけでは十分ではありません。これだけでは犯罪国家や反社会的集団や

イスラム国のようなテロ過激派集団にも当てはまってしまいます。テロ過激

19 
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人文 青木三且ふ
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人又・社会科学からの総合知 青木三郎

RA協議会第7回年次大会

2021年9月15日（水）

人文・社会科学からの総合知

青木三郎

筑波大学人文社会系教授

（言語・コミュニケーション学域）

●科学技術基本法制定(1995年）に基づき、基本計画を5年毎に策定

● 第1~3期では科学技術予算拡充、第4期では社会実装を璽視、第5期では「Society5.0」を提言

● 第6期は基本法を改正(2020年）、 基本計画の対象に「人文・社会科学の振興」と「イノペーションの創出」
を追加。本格的な社会変革に着手

ii;；□量竺言〗:よ:る/］
社
会

第 6期

.-----------、
誓塁ー

1995 2001 2008 2014 2019 14技イノペ活性化法
科学技術基本法 粒合科学技術会II 研究開発力強化法 総合科学技術 2020 N学技術基本法改正

イノベーション会II

令和3年3月19日 内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）より

25 
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「人間や社会の総合的理解と課題解決」

第6期科学技術基本計画9ページ

「21世紀を中長期的に見れば、生命科学の発展に伴って生ず
る人間の尊厳に関わる生命倫理の問題、遺伝子組換食品の
安全性や、情報格差、さらに環境問題等、科学技術が人間と

社会に与える影響はますます広く深くなることが予想される。こ
うした状況に先見性をもって対応するために、科学技術が社会
に与える影響を解析、評価し、対応していく新しい科学技術の
領域を拓いていく必要がある。このためには、自然科学のみな
らず人文・社会科学を総合した人類の英知が求められることを
認識すべきである。」

第2期基本計画（第1章1(2)) 

地球規模課題歴史的背景

1972年ローマクラブ『成長の限界』
「人口増加や環境汚染などの現在の傾向が続けば、 100年以内に
地球上の成長は限界に達する」

1972年国連人間環境会議（ストックホルム）
1980年世界自然資源保全戦略（「持続可能性」の提唱）
1987年「我らの共有の未来」（ブルントラント・レポート）

（「持続可能な開発」の提唱）
1992年地球サミットリオ宣言
2000年国連ミレニアム開発目標(MDGs)
2002年持続可能な開発に関する世界首脳会議（リオ＋10)

（ヨハネスブルグ）
2012年国連持続可能な開発会議（リオ＋20)
2015年持続可能な開発目標(SDGs)



人又・社会科学からの総合知 青木三郎

Thc rutum II'e wan9鼠たり●●"'

地球環境問題をめぐる

世界・日本・JICAの主な動き

1992 
置遍躙環胃覧負頴 1綸•サミ9 卜）
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」aica'sWorldMarch 2012より引用

MDGs ➔ SDGs 

ふ
1 

極度の貧困と飢餞の撲滅

普遍的な初等教百の遅成

， 3 ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上
• 4 
岳1乳幼児死亡率の削減

も
5 

• 妊産婦の傾店の改善

｀ 
+I HIV／エイズ、マラリア及びその他の疾病の葺延防止

梁
7 

環境の持萩可能性の確保

甜盆需忠Gり:~ALS

□円園口園図l
園図圃•
図目園屈園［；令

開発のためのグローバル・パートナーシップの推進
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人文社会科学からの総合知 1

・「自動車の自動運転メカニズム」 x「社会責任の法整備」
・ 「微量放射線被曝問題」x「社会倫理」
・ 「再生エネルギーの研究」x「グローバル時代の国際秩序
（軍事カ・経済力）」

・ 「再生医療研究」x「少子高齢化社会の人口動態と家族形
態」

・ 「食の健康」x「医療の民間伝承」
・ 「フラーレン結晶を用いたナノポーラスカーボンのエネルギー
貯蔵への応用」

人文社会科学からの総合知 2

仮想空間と現実空間を高度に融合させ、経済発展と社会的課題の解決を両立する

人間中心の社会(Society5.0)の創造に向けて、人文社会科学の果たしうる役割は

大きい。そのなかで、人文社会科学研究は、I.持続可能社会の実現(SDGs)に資す

るデジタルトランスフォーメーション、 IL文化の保存と継承(culturalartifacts)、III.

人類の相互理解（コミュニケーション）と交流（インタラクション）に向けた研究の推進

が求められる

I.創発研究：デジタル・トランスフォーメーションに向けた人文・社会科学研究

A)＜デジタル・ガバナンス＞研究

B)＜デジタル・ヒューマニティーズ＞研究

IL基盤的研究：

A)＜総合文化資料研究(CulturalArtifacts)> 

B)＜地域社会・国際公共研究＞

C)＜国際日本研究＞

III．基幹研究：総合コミュニケーション科学（グローバルコミュニケーション）研究



人又・社会科学からの総合知 青木三郎

総合知

統合知

https://www.gettyimages.eo.jp/ 
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琉球大学URAの
新しい取組み

島袋真澄
琉球大学研究推進機構研究企画室副主任URA

ただ今、ご紹介にあずかりました、琉球大学研究推進機構URAの島袋です。

本日は琉球大学URAの新しい取り組みと題して、特に人文・社会科学系の

研究支援を中心に、地方の大学の取り組みを紹介したいと思います。

まずは少し自己紹介をします。私は昨年の 6月に琉球大学にURAとして着

任し、今はちょうど2年目に人りました。これまでは民間の教育関連の会社に

おり、その後に大学で研究業務に携わりました。研究業務というのは、研究プ

ロジェクトの予算の管理執行からプロジェクトの運営までの業務です。琉球大

学や大阪大学での研究コーデイネーターを経て、現在に至っています。 URA

としてはまだ経験が浅いですが、主な業務は外部資金の獲得支援や研究プロジェ

クトの企画運営を中心に、広報、研究IR等に携わっていて、特に人文・社会

科学系、医学系を中心に研究支援を担当しています。

せっかくなので、 URAを目指すきっかけについてです。大学の研究プロジェ

クトに携わっていたときに、沖縄県の社会課題の一つである、健康課題のプロ

ジェクトを担当していました。沖縄県はかつて健康長寿の島と知られていまし

たが、現在は働き盛りの世代の生活習慣病や早世の問題が非常に深刻になって

います。そこで、このような健康課題を解決するために、大学、行政、小学校、

地域住民と協働して、健康増進のシステムづくりを構築するための実証事業を

行いました。

健康増進の事業という、医学部が取り組む印象がありますが、例えば子ども

の頃からの健康教育は教育学部ですし、人の健康的な行動を引き起こすという

行動変容は心理学の分野です。そして、高齢者の方も対象にすると、介護保険
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琉球人学URAの新しい取組み巴袋真澄
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琉球人学URAの新しい取組み巴袋真澄
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そこでも大学に総合知を活用した体制構築が求められるよ
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琉球大学URAの新しい取組み島袋真澄

RA協議会第7回年次大会

A-2：研究機関とURA 「Poweredby人社支援」

琉球大学URAの新しい取組み

2021年9月15日（水） 10:40-12:10

琉球大学研究推進機構研究企画室

副主任URA島袋真澄

与翠を-
自己紹介

学
i

大
i墜琉[

島袋真澄 (MasumiShimabukuro) 

2020年6月琉球大学URA着任（現在2年目）
教育業界、大学の研究コーディネーターを経て現職

主な担当業務：外部資金獲得支援、研究プロジェクト企画・運営支援、

研究成果の広報、研究IR等
人文社会学系、医学系を中心に担当 _...,,...元ジ“'’

o eo e·~•一 ： 一
URAになったきっかけ・・

1
B
 沖縄県の健康長寿復活を目指す研究事業にコーディネーターとして参加し、

家族、地域のつながり（ゆいまーる）を活用した健康増進システムの構築・展開に従事。

事業では、医学部、教育学部、人文社会学部の研究者がチームを作り、行政、小学校、
地域住民と協働して働き盛りの早世予防、生活習慣病予防のシステム作りに取組んだ。
この経験から、社会課題解決のために分野を超えた連携支援を目指す。
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さ翠シ-
‘琉球大学の紹介

• 1950年5月、戦禍で灰燻に帰
した首里城跡地に開学

・開学当初から“LandGrant 
University”の理念のもと、地
域とともに豊かな未来社会をデ

ザインする大学を目指す

・地域特性を活かした「生物多様
性研究」、「海洋科学・島嶼地

域科学研究」、「健康長寿科

学研究」、「琉球・沖縄文化研

究」の推進

A鞘牛柑圏騒虎セ j` 夕—•

ばな..':",'!’ばZS̀ぷ.::：
鼻叫99● ● 9亀'""●9●9.,.
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笠大i球
~
琉
一

i＜月

＊ユネスコ世界自然遺産登録 (2021年7月）の地域内に
教育研究施設が2か所あります

苓喀をマ
琉球大学URA紹介

●琉球大学URJ邁t務内容

2015年設置
在籍URA6名

研究活動に関する調査・分析

競争的資金の獲得支援

研究プロジェクトの企画・活性化

研究成果の発信

産学官金連携事業の推進

且！99J'"

学
一
大
i墜琉

一

琉球大学における多様な基盤的学問分野の活

性化を図ると共に、強みとなる薔熱帯・熱帯性、

島嶼•海洋性、琉球・沖縄文化、健康•長寿と
いう地域特性に根ざした特色のある分野の研究

を推進
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琉球大学URAの新しい取組み島袋真澄

芍翅妥-
プロジェクト運営支援

●URAが運営に関わるプロジェクト

学
i

大
i
球
＂
琉
l

研究企画室では、主に4つのタイプの支援業務（研究戦略支援業務こ九／アワード業務、ポストアワード業務、関連専門
業務）を担っていますが、さらにそれらを発展させて、様々 な全学的オ］ジェクトや、学外機関や地域との学術的な連携:1D
ジェクト／ネットワークの運営コアメンバーとしての役割も果たしています。
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「生物多様性研究」、「海洋科学•島嶼地域科学研究」、
「健康長寿科学研究」、「琉球・沖縄文化研究」

学
i

大
i

球
~
琉
l

●地域の社会課題に関するプロジェクト

＜§,蒜苔{9
琉球大学SDGs社会課
題解決研究プロジェクト

ポストコロナ社会実
現研究プロジェクト

水循環プロジェクト
SOLVE for SDGs 
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さ翠を-
人文社会学系の研究支援

学
i

大
-
球
i

琉
i

•他学部と共通した支援

・外部資金獲得支援

・ 科研費申請支援 (URAによる個別支援）
・ 部局訪問（学部長、教授会にて研究力分析データによる情報提供）

・ プロジェクトの運営支援

•新しい取り組み

・学内ファンドの公募要項に課題の対象分野を記載し人社系研究者の参加を促進

・過去の公募に申請した研究者へ個別メールで公募情報を展開

・社会課題解決型プロジェクトの企画と人社系研究の参画をURA間で検討

島嶼地域の社会課題解決という目標を軸に

総合知を活かした異分野融合研究への発展に繋げる

呑翠←____ 
新たな研究支援体制

●琉球大学イノベーション・イニシアティブ (URP)
限られたリソースを有効活用して競争力を維持・向上すべく学外の組織と戦略的に連携し、産学共同の研究や自由参加

型のコンソーシアム等を形成し、アイデアを有機的に結合して価値を創造することの重要性（オーブンイノペーション）の推進

が求められています。

中・長期的に見た場合、産業界及び自治体との連携を強化し、地域との教育研究画面における本格的な協働による社

会のイノベーションを先導することこそが本学の目指す方同性に合致していることは間違いありません。

このような背景から、 2020年4月から地域共創及び産学官連携の両面において、研究准進機構及び地域連携推進機
構が円滑に連携して業務を実施するために、「琉球大学イノベーションイニシアテイブ： URI2を学長の下に置さ、その活動の
円滑化のために体制の見直しを行いました。

体制囮

鴫イJベーシ9ンイニシアティブ

一.....．9. 9●●嗣m
’’ 艮了●螂
鱗買広●ヽ●9:9●リ・9●●
．ァ●●・-".〒9m,。 一....＂ ".，＂●●●●＂ ’"＂nn -• m, a 鳳0疇●..●9.，．9.....● 

進行中のオ］ジェクト

・地域公共政策士ネットワーク
・首里城再興学術ネットワーク
・資源循環型共生社会実現に向けた農水一体型
サステナブル陸上養殖のグローパル拠点
・ポストコロナ社会実現研究力］ジェクト
・科学教育 (STEAM教育）研究センター（仮称）設置オ］ジェクト

学
mW

大
i

球
t

琉
一

主な活動概要

1． ブレスト・ステージの活動
新しいアイデア・ノウ）＼ウや研究・開発のテーマをブレーンストーミングにより出し合い、具体的
なイノベーションの卵を産み出す最初の一歩として位置づけている。

2. プロジェクト・ステージの活動
抽出されたアイデア・ノウ八ウ・研究開究プーマを、期待されるアウトカムと実玩可能性の視点
から評価・精査し、共同オ］ジェクドヽ と展開し、具体的な戦略を策定しつつ活動していく段
階である。抽出されたテーマを、共同研究という形で紐解き、アウトカムを産み出すための取
り組みを計画的段階的に実践する。また、地域の求める人財輩出のための仕組みづくりに
参画し、教育オ］グラムの開発を行います．

3. ソリューション・ステージの活動
アウトカムとしての共同研究成果や具体的なソリューションを整理・体系化し、公表化する段
階です．現代的課題や沖縄固有の課題を、大学と民間企業、地方自治体、非営利活動
法人等の法人組綿が連携・協力することにより産み出された研究成果を、未来共創フォー
ラムや未来共創フェアの開催により、還元・浸透とLJeLJていくことも、ソリューソン・ステージの
重要な役割となります．

琉球大学公式HPよ9ル臥デ
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琉球大学URAの新しい取組み島袋真澄

''----←とめ

●人文社会学系研究への期待

・ 科学技術・イノベーション基本法

学mW
大i
球t

琉一

「人文科学のみに係る科学技術」をその振興対象に加える。第6期科学技術・イノペーション基本計画では、自然科学
のみならず人文社会を含めた「総合知」を活用できる仕組みづくりの必要性を指摘。

・ デジタルヒューマーティーズ (DH)
人社系研究を含む多様な分野のデータ駆動型収引究推進（統合イノベーション戦略2021)。

・ 沖縄振興計画（素案）社会課題解決型プロジェクトの創出支援
大学には「総合知」を活用した社会課題解決の体制構築を期待。

●人社系研究支援の中での気づき（個人的な見解）

・ 人社系研究は社会課題（観光、貧困、経済等）の解決を軸に多様なステークホルダーが持つ知を融
合し、連携することが可能なのではないか

・ 社会課題の解決という同じ目標設定のもとで、自然科学系との連携が期待でき、異分野融合研究へ
の発展つなげられるのではないか

・ 異分野間のゆるやかなネットワーク構築と、そこに至る対話の場の形成が今まで以上に必要

ご清聴

ありがとうございました

Island wisdom、

lo『fheworld, 

for the fu↑ure 
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〈パネリスト〉

河村雅之（文部科学省研究振輿局振興企画課学術企画室長）

青木三郎（筑波大学人文社会系教授（言語・コミュニケーション学域））

島袋真澄（琉球大学研究推進機構研究企画室副主任URA)

〈モデレーター〉

森本行人（筑波大学 URA研究戦略推進室チーフ URA)

パネルディスカッション

森本 これより Q&Aの時間に入りたいと思いますが、まだ質問を書く時間が

必要だと思います。フロアの参加者皆さんからの質問に先立ち、私からいくつ

か質問させていただき、その後に参加者の皆さんからの質問を発表したいと思

います。

本セッションのQ&Aは、チャットにGoogleフォームのURLを貼っているので、

そちらからお願いします。まずは登壇者の3人に伺います。このセッションの

タイトルはPoweredby人社支援です。人文・社会科学研究の見える化、それ

から他分野の研究者等をつなぐ機能強化を実践しているURAは数多くいます

が、今、発表してもらったこと以外で、このような点についてこれまでに取り

組んできたことでもいいですし、取り組んでもらえると思っていなかったけれ

ど、取り組んでもらってうれしかったことです。あるいは、これから取り紺ん
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でいこうと思っていることがあれば、伺いたいと思います。

まずは登壇の順番に河村室長からお願いしたいと思います。河村室長、お願

いします。

◆人社系の見える化と人社系URAについて

河村 学術企画室の河村です。まだ実際の現場のかたがたの話は聞けていませ

んが、さまざまな有識者の方から端々で聞こえてくる、 URAというか組織的

なサポートヘの期待は感じています。そこを踏まえてどうしていけばいいの

か、どういう予算や制度なり仕組みが要るのかについてはまだ分かりません。

実際の今の話も聞いてきて、政府としては必要ということだけは言えますが、

URAのかたがたをつなぐ、サポートのところが璽要です。

これは先ほど少し話しましたが、そもそもの見える化です。自然科学の先生

ほど、なかなか対外的にというか、外からの見える化がまだまだです。例えば

先生個人の努力によってしまっていることや、 URAのかたがたが何とかほそ

ぽそと個人的に頑張っているところで、よりできる部分があると思います。研

究者の見える化等です。

また、私は前職で内閣府の知的財産戦略推進事務局におり、どちらかという

と企業寄りというか、社会実装のような観点の役所にいたこともありますが、

マッチングです。異分野、総合知に関して、この人とこの人をつなぐというマッ

チングで、そもそもニーズの掘り起こしがあります。この人はこういうことを

欲しがっていて、あの人はこういうことを欲しがっていて、こことあそこを掛

け合わせるとうまくいきそうというような、そもそものニーズの掘り起こしが

あります。 URAのかたがたにも日々、頑張ってもらっているところがあると

思いますが、これからも引き続き重要だと思います。

あとは、先ほど予算の話で説明した、学術知統合プロジェクトの中でも取り

組んでいるようなプロジェクトチームづくりです。どういう人材が要るのか、

こういう人材がいたほうがいいという感じの、その辺りの細かなサポートも含

めてあると思っています。あとは最終的に、それを進めようとなったときの外
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パネルディスカッション

部資金の獲得、競争的資金の獲得、または労務管理等の調整、折衝も、 URA

のかたがたの今後についてです。今、現実に取り組んでおられる、頑張ってお

られると思いつつも、引き続き頑張ってもらいたいという感想を持っている次

第です。

以上です。

青木 これこそ答えのない質問をされたので、何と申し上げていいのか分かり

ません。私の立場から申すと、私は最初に言いましたが、言語学が専門です。

特にヨーロッパのフランス系の言語学をしています。同時に、筑波大学には北

アフリカ研究センターがあり、一時期センター長をしており、イスラム文化と

科学と社会のニーズ等、そういうことを総合的に勘案する立場にいたことがあ

ります。

それから三つHです。これは筑波大学の中の学内問題ですが、私は人文社会

系の系長をしていました。それで人文社会科学分野の戦略的な研究推進を常に

考えて、発信しなければならない立場にいました。

また現在は、地球規模課題学位プログラムという学位プログラムのリーダー

として、総合知を基本とするオールラウンド教育に携わっています。このよう

な経緯から、一体これで私は何ができるのかと絶えず自間自答してきました。

数年前に世の中から人文学は要らないという人文学無用論がi!I:間でいろいろ

と出ました。それはそれほど大したことではないと私は思っていますが、人文

学無用論が出た後で、今回は反対で人文知と社会科学知がどんどんと入ってこ

なければいけない、総合的に考えなければいけないということで、何となく下

げられて、持ち上げられたりしてきました。一体われわれのプリンシパルな方

向性は何か、これは現場の先生がたが考えるというか、確信を持って真剣に取

り組んでいくことが璽要だと思っています。

北アフリカ研究センターのセンター長をしたときに如実に感じましたが、科

学分野では、何しろ膨大な予算が要ります。予算を取るためにもさまざまな仕

組みをつくつていかなければいけません。そこにはテクニカルなことで、人文
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知や社会科学知が入っていく余地は全くありません。ラボの中で一緒に取り組

みましょうということはできません。

しかし現実には、イスラム諸国ではアラブの春という民主化革命が起きて、

大社会混乱をきたし、一部にはテロが激化するという事態があり、それと、バ

イオテクノロジーの最先端の科学を進めていくことの間の問題をどのようにつ

ないでいくかについては、自然科学者と社会科学者がともに考察していくこと

が必須なのです。

それから三つ目です。では、人文知は要らないのかということになりますが、

これはむしろ直接にラボで一緒に研究するというよりも、私はより教育のレベ

ルだと思います。一つは、文学は科学者にとって非常に重要です。なぜなら物

語る力だからです。これはあり得ないものを結び付けようとする力です。

それからポエジー、詩の力があります。これは言い表し得ない世界を開いて、

言えないこと言うということです。あり得ないことをあり得るようにします。

それから、歌の力があります。 「万葉集』等いずれもそうですが、これは人々

の心を通わせる力を持っています。

こういう力が文学の中にはありますが、制度の中では、夏目漱石のどこの何

の作品が問題であることや、そういうことをしていることが多いです。これは

文学研究・教育自体が変わっていかなければいけません。

社会科学にしても同じです。社会システム、政治経済、法律について、デー

タに基づいて分析、解析をしていきます。本当に社会の公平性や秩序の安定性

を研究していくためには、私の考えではデータサイエンスもそうですが、これ

はどうしても物理学の基礎が絶対に必要になっています。そういう複雑系の考

え方が、どうしても必要になってきます。これはローマの成長限界のMITの

研究者が、ずっとシステムダイナミクスということで取り組んできたとおりです。

小学生の頃からそういうことにより慣れて、小学生、中学生、高校生、大学

生、そして大学院生を通じて、プロの研究者になっていく段階でそういうもの

を共有していけば、いちいち総合知と言わなくても、自然と社会課題に対応で

きる体制になっていくだろうと思います。これは時間がかかるので50年、 100
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パネルディスカッション

年の問題です。でも、それをするには今からでも遅くありません。

以上です。

島袋 私からはこれからしていきたいことぐらいのコメントになります。今、

青木先生が言われていた、総合知は当たり前のことというか、あえて総合知と

言わなくてもいいような状況が、支援する側としてもとても理想の形だろうと

思いながら聞いていました。

そして、一つ私たちが研究支援という意味では、大学の知をどこに活用する

のかという、活用する先へしっかりと届くようにというか、その支援をしてい

きたいと思っています。例えばそれが行政や地域の住民の方や産業化に向けた

ようなところであるとき、その辺りのエ夫をしていきたいと思っています。

ただ、社会課題は簡単に解決できるようなものではないから社会課題であっ

て、短期的なものではないと思っています。これをどのように、知の力で少し

ずつ、皆さんと解決に向かっているというところを表現できるかについては、ずっ

と考えていることです。そして、総合知とは一体何だろうかということも考え

続けているので、これらの課題が今後も取り組んでいきたいことの一つになる

と思います。

簡単ですが、以上です。

◆総合知について

森本 ありがとうございました。それでは、フロアからの質間に答えていきま

す。まずは河村室長への質問です。今回は新たに政策文書に使われるようになっ

た総合知の類似概念について、学際研究や異分野融合研究等との相違について

教えてください。

河村 学術企画室の河村です。すみません、質問がはっきりと分かりません。

勉強不足であり、過去の資料を探ると、もしかすると整理をしているかもしれ

ませんが分からないのが正匝なところです。
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ただ、これまでの私の経験も含めると、少なくとも総合知は最近の表現です。

先ほど青木先生の話にもあった、前回の基本計画でもそういう概念はありまし

たが、わざわざ総合知とは言っていなかったことを含めると、少なくとも政策

文書というか政府文書、閣議決定レベルでは恐らく最近だろうと思います。そ

の一方で、学際研究と異分野融合はずっと昔からあります。それこそ恐らく明

治あたりかもしれませんが、昔からあります。

これ以上は不確かな話になりますが、異分野融合と学際研究の印象はどうで

しょうか。そもそも学問分野のカテゴリーがそれほど明確に分からないところ

もあるということで、ある意味で縦割りだからというようなことではありませ

んが、一つのたこつぽ化をしないようにという意味の使い方で、学際という言

い方をしていると思います。スペシャルと言うことはいいですが、スペシャル

になり過ぎると多様性が見えない感じがあります。

ですから、学際研究を進めるということは、自分たちの学問領域と近いけれ

ど、そこを知っておくとより選択肢が広がるというか多様な見方ができるとい

うか、新たな発見につながるというような意味で伝わっているだろうと思いま

す。すみません。無責任なことを申し上げています。

異分野融合についてです。私はこれもですが、これは本当に真逆です。それ

こそ物理工学と哲学というような、本当に真逆のものの異分野というものを、

ある意味でぶつけること、掛け合わせることです。それこそELSIについて、

AIが作られたときに、初め皆はそれほどこれが問題になると思っていなかっ

たけれど、突き詰めていくと情報工学と倫理と法学のように、昔は本当に全く

異なる分野、学際と言うには全く遠いと思われていたものが、掛け合わせない

とできないこと、掛け合わせると新たな発見、イノベーションができるという

意味で、異分野融合があると思います。

また過去の資料等を確認したいと思います。以上です。

森本 河村室長、ありがとうございます。それに関連して、もう一つ質間が来

ているので、お願いします。総合知の内容についての検討を進めて、 2021年度
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に結論が出るということでした。もし可能であれば、進捗について話してもら

いたいと思います。発表で話が出ているかもしれませんが、お願いしますとい

うことです。

河村 引き続き、学術企画室の河村です。今、質問があった総合知の検討につ

いてです。これは政府の中では、現在は内閣府科学技術・イノベーション推進

事務局と言われるところで検討されていると承知しています。私もその検討に

参加しました。ただ、まだ恐らくホームページや資料や議事録等は出ていない

と思います。実際は先ほど言った内閣府で検討が進められている状況です。

まだ資料が出ていないのでここで言うのもあれですが、先生がたの話を聞い

ていると、まずは現場というか成功事例です。実際に人文・社会科学と自然科

学系のかたがたが、しっかりと融合した形で何かに走っているプロジェクトを

ヒアリングしてみようという話にはなっています。ただ、まだ結論までは見え

ていない状況です。

以上です。

森本河村室長、ありがとうございます。それでは、続いて青木先生への質問

です。発表のスライド上の総合知の分類について、 SDGsの話から総合知の新

しい分野として00研究、基盤研究、基幹研究と名付けており、その3分野と

学問内容を選ばれていました。先生はなぜその分野を注Hしているかについて、

深く教示してもらいたいと思いましたということです。お願いします。

青木 これは本当に一部なので、ここでおしまいということではありません。

100あれば100、1000あれば1000ということです。ここで示したのは、簡単に言

うと、私は自分の大学の人文社会系のマネジメントをしていたので、そこのリ

ソースです。そこのリソースを使って、要するに人文系の哲史文の研究者もい

るし社会科学もいます。総合的にしているので、その中でどのような変革がで

きる形になるかを考えたときに、今までの分野や部局を越えてつくつていかな
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ければいけません。

基本的な考えは、文明の転換期にあって、過去を知る（宇宙史・地球史•生

物史・人類史）ための総合文化資料学、持続可能社会の実現を目指す（デジタ

ルトランス・フォーメーション）ための新しい公共学、そして基盤となるコミュ

ニケーション学というように、過去・現在・未来の図を描きながら、基礎研究・

基盤研究を据えていくということを申し上げたかったわけです。

◆自然科学系と人文社会系のマッチング

森本青木先生、ありがとうございました。

次は島袋さんに質問です。課題解決型プロジェクトについて、自然科学系と

人文・社会科学系の先生がたをミーティングに呼んで議論をしますが、話がか

み合わないこともあります。経験不足を感じているところですが、島袋さんが

課題解決型プロジェクトに人文・社会科学系の研究者の参加を促す際に、最初

のマッチング、打ち合わせ等で工夫していることがあれば教えてくださいとい

う質問です。お願いします。

島袋 質問をありがとうございます。私もまだ経験が浅いので、同じ苦労をし

ている同士の方がいるので、ちょっとした安心感を覚えています。一つ、先生

がたのマッチングをする際に気を付けていることです。

まず一つは、先生がたとURAの私との関係構築の優先を第一にすることです。

そして、次に急に自然科学系の先生がたと会わせて、先生同士、研究者同士で

はなく、実は先生がたの共通する課題に対して、それをどの受け手側について、

例えば地域住民や行政の方のように第芝者を入れた場をつくります。または学

生を入れてみます。そのような形でミーティングをもつことがあります。その

後に、さらに研究者の先生がたという流れをつくったことはありますし、それ

でうまくいった事例もありますが、恐らくうまくいかない事例も出てくると思

うので、一つの参考として聞いてください。
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森本 島袋さん、ありがとうございます。たくさん質問をもらっています。 30

個以上ありますが、時間がせまっているので、そろそろラップアップをしてい

かなければいけないと思っています。議論は本当に尽きませんし質間もやみま

せんが、仕上げの時間となってきたので、ここで早稲田大学研究戦略センター

教授の丸山浩平先生に、今までのまとめをお願いしたいと思います。
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まとめ

丸山浩平
早稲田大学・研究戦略センター教授

丸山 早稲田大学の丸山です。 3人の先生方におきましては、貴重なご講演や

質問に対する回答、コメントをありがとうございました。森本さんもデイスカッ

ションをうまく進行いただき、ありがとうございました。最後、短い時間にな

りますが、本日のセッションをまとめたいと思います。

本セッションでは、 Poweredby人社支援ということで、人文・社会科学が

よりよい未来社会づくりに如何に貢献できるか、 URAによる支援はどう強化

すべきか、というテーマで議論しました。総合知というキーワード、非常にホッ

トになっている話題ということで、 80人以上もの視聴者に集まってもらいまし

た。時間が限られる中、全ての視聴者からの質問に答えることができない形に

なってしまったことをお詫びしたいと思います。

特に第6期科学技術イノベーション基本計画における総合知という言葉がきっ

かけとなり、青木先生をはじめとする、人文・社会科学系の研究者に対して、

社会からの期待はかつてないほど高まった状態にあると言えます。この高まっ

た期待をどれぐらいの人文・社会科学の研究者が認識しているでしょう。まだ

政策関係者の中でも総合知は何ぞや？と議論している状況もあり、総合知とい

う言葉すら耳にしたことがない人文・社会科学系研究者は多くいるのかもしれ

ません。その中では、人社系支援URAの働きがとても璽要になってきます。

先ほど河村室長からも話しのあった人文・社会科学系研究者の見える化やマッ

チングの話しは人社系支援URAへの期待があるのだと思います。青木先生か

らもURAが変化を促すことが必要という話しもありました。デジタル化、デー
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開催日時・会場 9月15日（水曜日） 1 0: 40 -1 2: 1 0 2階中ホール
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令和3年4月に施行となった科学技術・イノベーション基本法（旧科学技術基本
法）で、 「人文科学のみに係る科学技術」及び「イノベーションの創出」も振興の

対象に追加されたことを受け、俄かに人社系研究への期待が高まっています。

現在まで、人文・社会科学系 URAネットワークにおいて、 URAが組織の枠をこえて
つながり「人社系研究に対して自分たちは何ができるのか」などメンバー間で活発

に議論してきました。

本セッションでは、自然科学系ほど十分には手が回っていない人社系研究支援につ

いて、当該分野の見える化や他分野の研究者等をつなぐ機能強化、そして大学等に

おける人社系 URAのリクルートや組織化などを議論したいと思います。

具体的には、①総合知や人社系研究の振興等に関する今後の展望と人社系URAへの期
待、②言語学者が語る総合知について、③琉球大学URAの新しい取組みに関して話題
提供いただき、残りの時間を使って登壇者間さらにはフロアーからの質疑応答を含

めて討論していきたいと考えています。

オーガナイザー

森本行人：筑波大学・URA研究戦略推進室・
チーフURA

関西大学大学院経済学研究科でアメリカの情報の歴史を研究した後、
2013年より現職。同年度人社系フォーラムを有志で発足させ、活動継続
中。途中、 2015年から3年間の筑波大学人文社会国際比較研究機構
(ICR)へ派遣中に学術誌の多様性をはかる指標if,Oを開発し特許出願。
2019年に経済産業省 クールジャパン政策課に課長補佐として出向し、
ローカルデザイナー育成事業を担当。 帰任後、筑波大学ゲートウェイの

事務局他に従事。t専士（経済学）。

53 



講演者

—` -

54 

A-2：研究機関とURA

河村雅之：文部科学省・研究振興局振興企画課・

学術企画室長

文部科学省に入省後、 2021年7月より現職。これまで文部科学省にお
いては産学連携、学校の施設整備、高校無償化、学校安全などの業務
に従事。その他、厚生労働省（職業能力開発）、復興庁、内閣府（知
的財産戦略）、熊本県教育委員会への出向も経験。

肯木三郎：筑波大学・人文社会系・教授

フランス共和国パリ第7大学大学院言語学部博士課程 修了。 1986年
筑波大学文芸・言語学系 専任講師、 1993年助教授、 2004年同大人文
社会科学研究科 助教授、 2011年より現職。 2018年～2021年人文社会
系長。専門はフランス語学、意味論。言語学博士。

丸山浩平：早稲田大学・研究戦略センター・教授

JUK|（株）にて産業用機械のR&D、技術戦略企画、新規事業開発等を担
当した後、早稲田大学でバイオセンシング研究に従事。 2009年から同
大学研究戦略センター (URA組織）の立上げに参画し、その後も複数
の大学でURA活動に従事。 JST・ CRDS特任フェロー兼務。専門は技術戦
略企画、計測学など。日本の科研費システムが変化する中、あらため
てURAが行うべき役割を考えます。

島袋真澄：琉球大学・研究推進機構研究企画室・

副主任URA

2020年6月に琉球大学URAとして着任。研究プロジェクトの企画・運営、
研究費獲得支援、学内のSDGs活動の推進・広報等の業務を担当。 URA
転身前は、教育関連の民間企業を経て、琉球大学、大阪大学にて社会
医学系研究のコーディネーターとしてプロジェクト運営、組織マネジ
メントに従事。これまで大学、行政、地域住民が連携した健康づくり
の介入研究に携わり、現在も琉球大学医学研究科の大学院生として研
究活動を継続している。
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